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＜基礎看護学実習Ⅰ＞
【実習期間】
　同行する実習は、学部1年生が履修する「基礎看護学実習Ⅰ」とする。
　後期火曜日のうち4回について、臨地指導を行う。

【臨地指導実習】
　1回目：病院や病棟の特性の理解、および患者の療養環境について学生の理解を深めるように、教育的な関わりを行う。
　2回目：患者との円滑なコミュニケーションを促進し、患者の療養生活について学生の理解を深めるように、教育的な関わりを行う。
　3回目：看護援助やチーム医療の実際について学生の理解を深めるように、教育的な関わりを行う。
　4回目：患者の療養生活における気持ちや、基本的欲求について学生の理解を深めるように、教育的な関わりを行う。
*毎回提出される、学生の実習記録の評価を担当教員と共に行う。また担当グループの最終評価を担当教員と共に行う。

＜基礎看護学実習Ⅱ＞
【実習期間】
　同行する実習は、学部2年生が履修する「基礎看護学実習Ⅱ」とする。
　後期9月から10月にかけて実施される2クールの実習のうち、1クールについて、臨地指導を行う。

【臨地指導実習】
　1週目：患者と援助的人間関係を築き、毎日の看護援助を実施しながら、情報収集を進め、全体像を理解するための教育的な関わりを
行う。
　2週目：引き続き看護アセスメントを進め、看護問題を抽出し、個別性のある援助を行って、その結果を評価するための教育的な関わ
りを行う。
*担当グループの最終評価を担当教員と共に行う。

＜基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ共通＞
【学内実習】
　学生便覧、シラバス及び実習要項から同行する実習について学習する。また、実習オリエンテーションに参加し、実習についての理解
を深める。
　さらに、可能な限り教員が学内で実施する実習に関する会議に出席し、実習運営の全体像を学ぶ。実習前には、同行する実習が行われ
る病棟で研修を行い、学習環境を把握する。

【教育指導実践に関する記録類】
　臨地教育実習における実践について、毎日「臨地実習指導記録簿」に記載し、担当教員に提出する。また、実習終了後には指導の総括
を行い、記録にまとめる。
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1. 同行する実習を履修する学生のレディネスを知ることができる。
2. 同行する実習のカリキュラム上の位置づけや、教育目的・教育目標・評価方法を知ることができる。
3. 同行する実習を実施する医療機関の特徴、特に実習病棟の入院患者や看護・医療の特徴を把握することができる。
4. 実習環境とは何かを理解し、その具体的調整方法を知ることができる。
5. 学生の看護実践や実習記録等について教育的活動を実践することができる。
6. 実践した教育活動を振り返り、看護における教育観の醸成につなげることができる。
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６．看護実践の場における看護専門職者や看護学生に対する教育能力を修得している。

１．多様化・複雑化・高度化する看護ニーズを的確に捉え、看護の特定領域における高度な看護実践能力や総合的
な調整能力を身につけている。

備考
教育実践上、看護学原論、基礎看護方法Ⅰ、基礎看護方法Ⅱ、基礎看護方法Ⅲ、基礎看護方法Ⅳの学習内容の知識
が必要となる。

看護の初学者である、基礎看護領域で学習する学部の学生に対して、自分の看護観を改めて見つめ直しながら、看
護師に必要な基礎的な能力を育成するために支援的に関わって下さい。

必要時、紹介する。
教科書

実習内容、臨地実習指導記録簿、臨地教育実習報告書、学生への対応等を総合的に評価する。

学部教育における、1～2年生を対象とした実践基盤看護学分野の実習指導を行うことにより、看護の現場における教育指導能
力の修得を目指す。
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